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はじめに
　大阪市社会福祉協議会では、第１期 大阪市地域福祉活動推進計画（平成30年度～令和2年
度）の重点目標のひとつに、「人が集い・つながる場を拡げる（居場所）」を掲げ3年間に渡って
推進してきました。その取組みの一環として、孤立を防ぎ人と人とが支え合うことができる地
域づくりの推進に向けて、さまざまな形の居場所の取組みを、広報誌やホームページ等で掲
載・発信してきました。
　地域では高齢者食事サービスやふれあい喫茶などの長年積み重ねてこられた活動があ
り、人と人とをつなぐ「つどいの場・交流の場」になっています。
　しかし、このたびの新型コロナウイルス感染症の影響により、人と人とのつながりのあり
方が変容せざるをえない状況となり、その中でも特に、居場所づくり・サロン活動は、開催の
中止や交流の制限等、さまざまなつながりが阻害される状況となりました。
　コロナ禍において、集まることの難しさや迷い、葛藤は、誰もが感じていることと思いま
す。そのような中でも、工夫を凝らして展開された、感染対策を講じた活動や代替的な方法
によるつながりづくり、この状況下だからこそ生まれた新たな取組み等を紹介します。“つ
ながり”が途絶えないように、今後も“居場所・サロン活動”を柔軟な形で継続し、拡げていく
ヒントとして、この冊子をぜひご活用ください。

▶ 柔軟な形で継続するためのヒントに
…コロナ禍においても、柔軟な形で活動を継続するための参考となるよう、事例等
　を通してポイントを整理しています。

▶ 新たな気づきや活動への希望や意欲につなげていくために
…状況が目まぐるしく変わる中で、その時どのような思いでどう動いたのか。活動者
　の思いや利用者の声を大切にした実践を紹介しています。事例を通して、新たな
　気づきや活動への希望・意欲の高まりにつながればと考えています。

ガイドブックを手に取ってくださった方へ

▶ 地域で活動されている方々へ
…「どのように活動を再開したらいいかな？」「こんな工夫や発想もある？」など、
　活動の方向性や方法を考えるための参考資料として、ご活用ください。

▶ 活動を支援する方 （々社協職員など）へ
…活動者・活動団体の方への助言・支援や情報収集・発信をするための参考資料と
　して、ご活用ください。

ガイドブックのねらい

※本冊子では「社会福祉協議会」について、「社協」の略称で表記しています。



　居場所・サロン活動でのふれあいや交流は、人と人のつながり・あたたかさを感じることができま
す。多様な活動が市内において取り組まれてきましたが、新型コロナウイルス感染症の影響が広が
り、感染者数が増減するなど波がある中で、今なお揺れ動きやすい状況が続いています。
　その中において、地域や団体内で話し合いを重ね、どうしても中止せざるを得ない判断をしたり、
感染対策を講じながら「会食を配食に切り替える」「会場で飲食をせずに持ち帰りにする」等、その時
の状況に応じて、柔軟に形を変える等の工夫
をする、またオンラインでつながるなど、新
しいことを取り入れながらコロナの中でも
“つながり”を途絶えさせないような取組み
も見られます。

目  次
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コロナ禍での「居場所・サロン活動」の状況

次のページでは、これまで広報誌
「大阪の社会福祉」等で掲載・発信してきた

さまざまな「居場所」を紹介します。
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「非日常の癒し」
～寺カフェとともに新しいつながりを～

　平成30年6月から、市社協の広報誌「大阪の社会福祉」内のコーナー「居場所いろいろ」において、さ
まざまな居場所活動を掲載・発信してきました。
　多世代交流、こどもたちが集まれる場や親同士が地域とつながる場所、高齢者の介護予防や生き
がいづくりの場、社会参加や役割を感じられる場など、居場所の形はさまざまです。
　居場所には“こうでなければならない”というルールはなく、地域のニーズや環境にあわせて、地
域団体やボランティア、ＮＰＯ、社会福祉施設・事業所、企業などが、できることから個々に、あるい
は協働して取り組み、そこに訪れる人たちもさまざまです。
　「居場所いろいろ」では、活動者の思いや利用者の声を通して、人と人とがつながれる、安心できる
場所が身近にあるという情報を伝え、また、新たな活動の展開の一助となるよう、これまで17か所の
居場所を紹介してきました。（いずれも掲載時点での活動の様子であり、現在の開催状況は異なる場
合があります）

居場所
い ろ い ろ

「居場所いろいろ」紹介2

①シャラナム（西区）
平成30年6月号掲載

近所にある「実家」
～子育てのよろこびを伝えたい

②こもれびカフェ えほんとごはん（西成区）
平成30年7月号掲載

“定年男子”たちの井戸端会議
～地域に一歩踏み出せない人に来てほしい～

③男の集い（阿倍野区）
平成30年8月号掲載

コンビニに「オレンジカフェ」登場！
～買い物ついでに、脳トレや情報交換を～

④オレンジカフェ「つくい～館」（平野区）
平成30年10月号掲載

地域で幅広い世代が出会える場
～学ぶ・食べる・遊ぶをバランスよく～

⑤山之内「子ども食堂」（住吉区）
平成30年12月掲載
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次のページでは、大阪市社協が作成した
「コロナの中でもつながる方法」から、ポイントをお伝えします。

こどものためのサードプレイス
～社交性が身につく食堂～
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⑬とも淀キッチン♪（淀川区）
令和元年９月号掲載

こどもたちの地域コミュニティ
～卒園後も切れないつながり～

⑭なかよし食堂（東住吉区）
令和元年10月号掲載

誰でもウェルカムな地域の食堂
～連携力に自信あり！～

⑮安立  親子・高齢者食堂（住之江区）
令和元年11月号掲載

当事者がイキイキとおもてなし
～めざすは、街ごと家族～

⑯てんとうむしカフェ（中央区）
令和元年12月号掲載

きどらないけど、贅沢なカフェ
～一杯にまごころを込めて～

⑰おやじカフェ（大正区）
令和２年２月号掲載

当事者が真ん中で輝く場！
～若年性認知症の人とそのご家族のためのカフェ～

⑦HiLo’s倶楽部（阿倍野区）
平成31年3月号掲載

歌って、笑って、元気になれる場所
～ご近所同士つながれる～

⑫歌声喫茶（中央区）
令和元年８月号掲載

誰もが自分でいられる集会所
～誰も孤立しない幼老共生・地域大家族をめざして～

⑥団地の寺子屋（城東区）
平成31年1月号掲載

ごちゃまぜだから仲良くなれる
～地域共生をめざす 全員集合！～

⑧地域共生サロン全員集合！（生野区）
平成31年４月号掲載

「横のつながり」で支え合う場
～障がい児とその家族を地域で見守る～

⑨ホッとサロン「レインボー」（浪速区）
令和元年5月号掲載

誰もが寄りたい・働きたいカフェ
～わかりやすい福祉の入り口に～

⑩CAFE JIN（都島区）
令和元年６月号掲載

さわやかな朝の社交場
～変わらぬ味と楽しむ心で～

⑪喫茶ふれあい（福島区）
令和元年7月号掲載



　さまざまな地域福祉活動に取り組む方々が、活動の継続、再開や中止、代替策などを考える際の具
体的な手順・視点について、大阪市社協が作成した冊子「コロナの中でもつながる方法」から、図解を
交えて、ポイントをお伝えします。

　コロナ禍でこれまで通りの活動が難し
い今こそ、改めて、そもそもの活動の目的
を見つめ直してみましょう。活動に参加
していた人たちは何を楽しみに参加し、
休止中はどう過ごしていたのか。活動を
担う人たちにとってはどんな場なのか、
など「この活動は誰にとってどんな意味
がある場なのか」を考えましょう。
　この事態の中で、顔の見えるつながり
の大切さを実感した人、新たな手法（オン
ラインツールの活用など）を取り入れて
気づきを得た人もいることでしょう。
　こうした思いをふりかえり、身近な人
と共有することから始めましょう。

　自分たちの活動に当てはまるガイドラ
インについて、区、市、全国的なものなど
の最新情報を確認しましょう。会場ごと
の使用ルールも確認が必要です。
　冊子「コロナの中でもつながる方法」で
は、代表的なガイドラインを紹介してい
ます。

コロナの中で「居場所・サロン活動」を
継続して展開していくために3
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活動の目的と、この間の状況
を見つめ直そう

1

関連するガイドラインや資料
を確認しよう

2

集
ま
ら
な
い
場
合

コロナの中でもつながり続けるために（手順と選択肢）

※「コロナの中でもつながる方法」を参考に作成

活動の目的と、この間の
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　「新しい生活様式」に基づき、マスクの着用が求められる一方で、マスクをしたまま運動すると、熱中症
のリスクが高まります。夏場は新型コロナウイルス対策と熱中症対策の両面を考える必要があります。
　また、冬場は窓を閉めていることが多く、換気が不十分な場面が考えられますが、定期的に窓の開
放や換気扇によって、換気をするように心がけましょう。

夏場は熱中症にも気をつけよう
冬場も定期的な換気を心がけよう

3

　活動団体のメンバーで①②③を一緒に確認し、思いを出し合いな
がら、十分な理解のもとで判断しましょう。
　集まる活動が難しい場合は、活動目的や、参加者の暮らしを思い
浮かべながら、集まらなくてもつながる方法＝「電話」「手紙・届け
物」「オンライン」「うちでできることのシェア」「自宅への訪問」などを考えてみましょう。
　集まる活動を再開（継続）する場合は⑤へとすすみます。「拠点で顔を合わせて物品を受け渡す（お弁
当のテイクアウト方式など）」「対策を講じて飲食を取り入れる」など、さまざまな形が想定されます。
　以上の方法について、状況・場面に応じて使い分けたり、併用することも考えられます。

話し合って、方向性を決めよう4

　活動が終了したら、思いや気づきを出し合い、今後
につなげましょう。今できること、これから改善でき
る可能性があることに目を向け、お互いをねぎらい、
参加者から寄せられた嬉しい声やよかった点につい
ても共有することを心がけましょう。
　また、参加者の変化に気づくこともあるかもしれま
せん。見守り、気にかけ、必要な時には相談機関とも連
携しましょう。

ふりかえって、次につなげよう6

　集まる活動を再開（継続）する際には、該当するガイドラインや、話し合った方向性に基づき、当日
に向けて準備をすすめます。参加にあたってのルール、密にならないような会場・時間・人数・プログ
ラム設定、必要な衛生物品、参加者へのお知らせなどを考えましょう。
　情報発信や声かけの方法についても改めて考えてみましょう。感染への不安にも配慮して、無理
なお誘いにならないように気をつけることも大切です。
　周知チラシや会場内の掲示でも、具体的な対策を明記することで、より安心して運営・参加できる
場になります。

具体的な準備・対策をして、
再開（継続）へ

5

次のページからは、事例「その時、ど
う思った、こう動いた」を掲載します。
コロナ禍の揺れ動く状況の中で、「どの
ような話し合いがあり、どう判断したか」
「その時の活動者や参加者の声・思い」を
紹介していますので、それぞれの取組みに
つながればと思います。

6
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　令和2年４～５月は中止でしたが、学校も休校中で、こどもや親も自宅以外でやっぱり気分をリフレッシュ
できる場が必要と思い、区社協に相談に行きました。ボランティアでいつもこどもたちを見守っていましたが、
活動が休みの期間、再開した時にこどもたちに喜んでもらえるように、家で折り紙をたくさん折っていました。

運営者の思い

　ホっとできる居場所となっていた活動をふりかえり、区社協と一緒に考えながら、「やっぱり人と話した
りつながれる場所が必要では」との思いから、「元々スペースが広いので、感染対策をしっかりとやれば過
ごせるのでは」と６月からの再開にふみきりました。

どのように話し合い？どう判断？

◆参加される方の暮らしぶりから、活動再開の意味・必要度を見極める。!ポイント

1
事  例

　障がいのあるこどもの兄弟もストレスがたまるなど、家でずっといると気持ちがはりつめていました。
保護者の声

　再開のお知らせを聞いた時、こどもたちは1週間前から楽しみに
していました。

保護者の声

　月に１回顔を合わせて話すだけでもホッとして「がんばろう」と思えていたました。こどもたちにとって、
自分のペースで過ごせて、時にはこどもたちを叱ってくれる、家族のような信頼できる場所をなんとか
再開でき、こどもたちの笑顔が見られてよかったです。

運営者の思い

3 大阪の社会福祉　第768号（毎月１回発行） 「大阪の社会福祉」は共同募金分配金を活用して発行しています。

「横のつながり」で支え合う場
～障がい児とその家族を地域で見守る～
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、
運

営
費
は
、
昼
食
代
１
０
０
円
（
大
人
）、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
売
り
上
げ
、「
イ
オ
ン
幸
せ
の
黄

色
い
レ
シ
ー
ト
」
に
よ
る
寄
附
で
賄
う
。
セ
ッ
テ

ィ
ン
グ
か
ら
デ
ザ
ー
ト
づ
く
り
ま
で
、
区
内
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
応
援

が
大
き
な
力
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
多
動
な
の
で
、
他
の
サ
ロ
ン
で
は
人
の
目
が

気
に
な
る
が
、
こ
こ
は
安
心
で
き
る
」

「
障
が
い
の
種
類
が
違
っ
て
も
、
心
の
内

を
吐
き
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
な
ど
の

声
が
聴
か
れ
た
。
ま
た
、
あ
る
参
加
者
は

　
貼
り
絵
を
し
た
り
、
カ
ラ
ー

ボ
ー
ル
を
投
げ
た
り
、
卓
上
ピ

ア
ノ
を
鳴
ら
し
た
り
、
こ
ど
も

た
ち
が
自
由
気
ま
ま
に
遊
ん
で

い
る
。
そ
ん
な
こ
ど
も
た
ち
を

「
○
○
お
じ
さ
ん
、
○
○
か
あ

さ
ん
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
ボ
ラ

－９－

ホッとサロン「レインボー」
・主　　催：障がいを持つ仲間の会
・日　　時：第２土曜日 10:30～13:00（原則）
・場　　所：浪速区社会福祉協議会
（浪速区難波中３-８-８浪速スポーツセンター内）
・対　　象：障がいのあるこどもと保護者
・料　　金：無料（昼食は大人100円、こども無料）
・問い合わせ：浪速区社協地域支援担当
　　　　　 06－6636－6027

障がいを持つ仲間の会、
代表の谷口英代さん 　

こどもも親ものびのびと

ト
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア

が
並
ぶ
。
そ
こ
か
ら
一
つ
に
絞
り
込

み
、
そ
の
実
現
へ
の
道
筋
を
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
に
沿
っ
て
可
視
化
し
た
。

　
一
つ
目
の
班
が
発
表
し
た
の
は
、

誰
で
も
集
ま
れ
る
イ
ベ
ン
ト
「
住
之

江
区
大
運
動
会
」。
地
域
単
位
の
運

動
会
は
あ
る
が
区
全
体
は
な
い
、
と

い
う
こ
と
か
ら
発
案
さ
れ
、「
こ
ど

も
好
き
、
イ
ベ
ン
ト
好
き
の
人
た
ち

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
」
と
提
案
さ
れ

た
。

　
も
う
一
班
は
「
親
子
で
楽
し
む
綱

引
き
大
会
」
を
プ
レ
ゼ
ン
。
す
み
の

え
舞
昆
ホ
ー
ル
（
区
民
セ
ン
タ
ー
）

を
会
場
に
、
親
子
チ
ー
ム
で
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
方
式
に
て
開
催
す
る
こ
と
を

企
画
。
議
論
の
途
中
に
は
、
会
場
の

空
き
状
況
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
確

認
す
る
や
り
と
り
も
あ
り
、「
こ
れ

ほ
ん
ま
に
や
る
み
た
い
や
な
」
と
の

声
も
。

　
こ
う
し
た
ア
イ
デ
ア
は
そ
の
場
限

り
で
終
わ
る
こ
と
も
多
い
が
、
講
師

を
務
め
た
神
戸
医
療
福
祉
大
学
の
鈴

木
大
介
准
教
授
（
４
月
か
ら
大
阪
成

蹊
短
期
大
学
准
教
授
）
は
、「
こ
の

案
を
た
た
い
て
、
ぜ
ひ
企
画
を
具
体

化
し
て
ほ
し
い
」
と
コ
メ
ン
ト
。
企

画
者
の
一
人
、
住
之
江
区
社
協
の
小

出
泰
生
主
査
は
「
今
、
住
之
江
区
の

地
域
活
動
に
お
い
て
も
担
い
手
不
足

や
高
齢
化
か
ら
『
活
動
の
見
直
し
や

存
続
の
危
機
』
な
ど
の
声
が
あ
が
っ

て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
今
回
の

ワ
ー
キ
ン
グ
に
参
加
さ
れ
た
Ｐ
Ｔ
Ａ

ワーキング終了後の一枚

や
子
ど
も
会
な
ど
の
現
活
動
者
か
ら

は
、
ワ
ー
ク
の
中
で
『
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
の
た
め
に
』
と
い
う
そ
れ
ぞ

れ
の
活
動
に
共
通
す
る
ス
ロ
ー
ガ
ン

が
口
に
出
さ
れ
て
い
て
頼
も
し
く
感

じ
た
。
地
域
に
お
け
る
『
お
互
い
さ

ま
』
の
大
切
さ
は
、
多
く
の
方
が
共

感
す
る
と
こ
ろ
。
そ
の
継
承
に
つ
い

て
も
地
域
の
方
々
と
一
緒
に
悩
み
、

ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
挑
戦
し
て

い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。事例紹介 「その時、どう思った、こう動いた」4

7

広
報
誌「
大
阪
の
社
会
福
祉
」記
事

※

情
報
は
掲
載
時
点
の
も
の
で
す



平
常
時

令
和
元
年
6
月
掲
載
時
点

再
開・現
在
〜

１
回
目
の

緊
急
事
態
宣
言
時

　障がいのある方が自力でＣＡＦＥ ＪＩＮまで通所されていましたが、感染リスクを減らすため、完全送
迎に切り替えました。大変な面もありましたが、普段ではできないこととして、送迎時に家族の方とコミュ
ニケーションがしっかりととれたり、ある利用者さんは、いつもより長い時間を過ごすことができるなど、
良い面もありました。カフェについても、地域の方々とつながれる方法を模索しました。

運営者の思い

　元々広々としている空間のあるカフェだったので、続けていきたい思いがありました。スタッフ間の話し
合いで「１か月はテイクアウトに形態を変えてやってみよう」と入口前で販売を開始。今まで来られていな
かったお客さんが来ることもあり、地域の方々との新たなつながりもできました。その後令和2年６月から
は感染対策しながら、カフェを再開しています。

どのように話し合い？どう判断？

◆柔軟に形を変える中での「気づき」「出会い」の広がりを大切にする。!ポイント

2
事  例

　通所できることで、気分も晴れ、生活リズムに張りが出ます。
スタッフ（利用者）の声

　状況が変化しても、やりがいを持って働いています。
スタッフ（利用者）の声

　人と関わりをもったり、誰かと話すことで、心は和みます。
コロナ禍でも地域の方々の孤独をなくすために福祉施設で
できることを、これからもカフェを通じて取り組んでいきた
いです。

活動者の思い

8

3 大阪の社会福祉　第769号（毎月１回発行） 「大阪の社会福祉」は共同募金分配金を活用して発行しています。

誰もが寄りたい・働きたいカフェ
～わかりやすい福祉の入り口に～

　
イ
ン
テ
リ
ア

も
料
理
の
味
も

値
段
も
妥
協
せ

ず
、
福
祉
の
閉

鎖
的
な
雰
囲
気

を
払
拭
。
箱
田

さ
ん
の
ね
ら
い

通
り
に
、
箱
田

さ
ん
が
教
鞭
を

と
る
専
門
学
校

の
学
生
は
「
ホ

ン
ト
に
福
祉
施

設
？
」
と
驚
い
た
。

　
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ス
タ
ッ
フ
の
芝
野
佑
馬
さ
ん
（
利

用
者
）
は
「
忙
し
い
の
が
う
れ
し
い
。
接
客
が
楽

し
い
」
と
に
こ
や
か
だ
。「
お
客
さ
ん
の
名
前
を

覚
え
て
必
ず
声
を
か
け
て
い
る
」
と
箱
田
さ
ん
は

称
賛
す
る
。
他
の
職
場
が
合
わ
な
か
っ
た
ス
タ
ッ

フ
が
多
い
が
、
こ
こ
で
続
い
て
い
る
理
由
は
「
本

音
で
言
い
合
う
、
体
育
会
系
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
」
だ
と
箱
田
さ
ん
は
分
析
す
る
。

　
障
が
い
者
が

や
り
が
い
を
持

っ
て
働
き
、
地

域
の
さ
ま
ざ
ま

な
人
た
ち
が
立

ち
寄
る
居
場
所

は
、
こ
れ
か
ら

の
「
福
祉
の
あ

り
か
た
」
を
わ

か
り
や
す
い
形

で
示
す
入
口
の

役
割
を
果
た
し

て
い
る
。

カ
ー
を
そ
の
ま
ま
テ
ー
ブ
ル
に
寄
せ
て
く
つ
ろ
ぐ

こ
と
が
で
き
、
移
動
に
も
余
裕
が
あ
る
バ
リ
ア
フ

リ
ー
設
計
だ
。
杖
を
つ
く
常
連
の
高
齢
者
や
ひ
と

休
み
し
た
い
子
連
れ
マ
マ
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
賑
わ

う
ほ
か
、
地
域
の
サ
ー
ク
ル
や
市
民
活
動
者
な
ど

が
貸
し
切
り
（
無
料
）
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

を
開
く
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
区
内
の
障
が
い
福

祉
情
報
を
揃
え
た
「
情
報
発
信
基
地
」
と
し
て
も

機
能
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
都
島
中
学
校
の
生

徒
を
「
職
場
体
験
」
と
し
て
受
け
入
れ
、
障
が
い

福
祉
の
啓
発
に
も
つ
な
げ
て
い
る
。

　
カ
フ
ェ
を
開
い
た
理
由
を
同
法
人
の
理
事
長
・

箱
田
成
司
さ
ん
は
こ
う
話
す
。「
障
が
い
者
の
作

業
工
賃
が
低
す
ぎ
る
の
は
課
題
。
解
決
す
る
ひ
と

つ
の
手
立
て
と
し
て
、
料
理
が
得
意
な
職
員
・
石

飛
聡
さ
ん
（
マ
ス
タ
ー
）
と
カ
フ
ェ
の
可
能
性
に

期
待
し
た
。
結
果
、
出
会
い
が
広
が
っ
た
」

　
地
下
鉄
谷
町
線
「
都
島
」
駅

か
ら
東
へ
徒
歩
２
分
、
総
合
医

療
セ
ン
タ
ー
の
あ
る
都
島
本
通

の
一
角
に
１
年
前
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
真
成
会
が
「C

A
FE JIN

」

を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
店
内
は
、
車
い
す
や
ベ
ビ
ー

－10－

CAFE JIN
・主　　催：NPO法人真成会
・日　　時：月～金曜日９：00～16:00（原則）
・場　　所：ワークセンターJIN
　　　　　 都島区都島本通３-16-３パル

ハイツ１階
・対　　象：どなたでも（貸し切り要相談）
・料　　金：注文のメニュー料金が必要
・問い合わせ：06－6180－4751

左から理事長の箱田さん、スタッフ（施設利用
者）の芝野さん、マスター（職員）の石飛さん

安くて新鮮な野菜・果物が並ぶ

福祉施設とは思えないオシャレな空間

り
、
認
知
症
初
期
集
中
支
援
の

「
オ
レ
ン
ジ
チ
ー
ム
」が
認
知
症
の
人

と
同
行
し
て
来
る
こ
と
も
あ
る
。

　
買
い
物
袋
を
運
ぶ
高
齢
者
を
手
伝

っ
て
い
る
の
は
、
定
年
退
職
後
の
仲

間
づ
く
り
と
し
て
、
昨
年
10
月
に
区

社
協
が
中
心
と
な
り
始
め
た
「The 

男お
と
こ
ぐ
み
組
」。
⻆
田
さ
ん
が
、
袋
い
っ
ぱ

い
買
い
物
し
て
い
る
高
齢
者
の
方
が

た
く
さ
ん
来
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
紹

介
す
る
と
、
メ
ン
バ
ー
の
方
か
ら

「
手
伝
お
う
か
」
と
声
が
挙
が
り
、

実
際
に
自
宅
付
近
ま
で
買
い
物
袋
の

運
搬
を
手
伝
っ
た
。「
男
組
さ
ん
と

若
年
性
認
知
症
の
利
用
者
さ
ん
で
夏

に
は
屋
台
を
出
し
て
一
緒
に
楽
し
め

れ
ば
い
い
な
」
と
明
野
さ
ん
は
期
待

す
る
。

　
ス
マ
イ
ル
八
百
屋
さ
ん
が
定
着

し
、
地
域
の
交
流
の
場
の
一
つ
と
な

れ
ば
、「
こ
こ
に
行
け
ば
、
介
護
の

相
談
も
で
き
る
」
こ
と
を
知
っ
て
も

ら
え
る
。
同
時
に
、
認
知
症
の
理
解

を
地
域
に
広
め
て
い
く
こ
と
も
で
き

る
。

　
「
介
護
事
業
所
が
地
域
の
社
会
資

源
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
困
難
を
抱
え

て
い
る
方
々
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

お
手
伝
い
を
し
た
い
。
め
ざ
す
の

は
、
地
域
に
何
か
起
き
た
と
き
に
一

緒
に
支
え
合
え
る
関
係
」
と
明
野
さ

ん
。
八
百
屋
の
次
は
、
事
業
所
内
の

浴
室
を
開
放
し
て
、
介
助
の
必
要
の

な
い
高
齢
者
を
対
象
に
し
た
銭
湯
の

よ
う
な
場
を
つ
く
る
計
画
が
あ
る
。

「
人
手
不
足
の
中
、
私
も
含
め
職
員

が
ど
こ
ま
で
協
力
で
き
る
か
が
課
題

だ
が
、
社
協
さ
ん
と
相
談
し
て
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
い
」
と
今
後
の
思
い
を

語
っ
た
。

何
で
も
相
談
し
て

も
ら
え
る
存
在
に

↙

広
報
誌「
大
阪
の
社
会
福
祉
」記
事

※
情
報
は
掲
載
時
点
の
も
の
で
す



平
常
時

令
和
元
年
10
月
掲
載
時
点

再
開・現
在
〜

１
回
目
の

緊
急
事
態
宣
言
時

　今までの活動の繁忙さからホッとしたのもつかの間、活動ができないことのもどかしさもあり…。「ま
たみんなが集まれる日をめざしてできることを！」との思いから、食堂で使用していた椅子を全脚洗い、窓
サッシ・換気扇等も含め会館・厨房の大掃除をし、物の整理もおこない、来たるべき活動再開に向けて、
その時にやれることをしました。

運営者の思い

　「どのように始めたらよいか」「気をつけることは？」等、活動者少数のみで考えるのではなく、町会長会
議で意見を求め、地域全体で合意形成。まずは飲食はなしで、寄附物品等の配付から始めました。密を避
けるため予約制にし、名前と住所を記入してもらうようにしました。

どのように話し合い？どう判断？

◆ボランティアの意欲にも目を向けて、話し合いやその時できる動きを続ける。!ポイント

3
事  例

　「毎月貼られていた開催案内が掲示されていないから、やっぱり食堂はないのかなあ」の声や、「いつか
らするのかな？」とこどもたちが会館に来ることも。

こどもたちの声

　形は違ってもみんなに会えたことが嬉しかったです。
こどもたちの声

　厨房内では密になるので休んでもらっていた調理のボ
ランティアさんの、モチベーションの低下が心配でした。再
開前には話し合いの場を持ち、これまでの報告と感染対
策をして元の形に戻りたい時期を伝え、活動意欲が保てる
ように、話し合いました。

運営者の思い

3 大阪の社会福祉　第773号（毎月１回発行） 「大阪の社会福祉」は共同募金分配金を活用して発行しています。

こどもたちの地域コミュニティ
～卒園後も切れないつながり～

　
食
材
の
手

配
、
献
立
づ
く

り
な
ど
実
務
を

仕
切
っ
て
い
る

の
は
、
地
域
福

祉
サ
ポ
ー
タ
ー

と
し
て
日
ご
ろ

会
館
に
常
駐
し

て
い
る
松
下
由

佳
子
さ
ん
。

「
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら

何
十
年
も
お
世
話
に
な
っ
た
地
域
へ
の
恩
返
し
」

と
、
出
会
っ
た
人
た
ち
を
結
び
付
け
、
人
を
巻
き

込
む
力
で
、
こ
ど
も
食
堂
の
運
営
を
支
え
て
い

る
。
食
材
は
、
商
店
街
や
地
域
住
民
か
ら
の
寄
附

な
ど
。
学
校
の
協
力
も
あ
り
、
校
長
が
気
軽
に
訪

ね
て
こ
ど
も
た
ち
の
様
子
も
見
守
っ
て
い
る
。

　
約
20
人
の
ス
タ
ッ
フ
は
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
。
調
理
と
配
膳
を
時
間
で
交
代
し
た
り
、
遊
び

場
専
門
の
人
が
い
た
り
、
得
意
分
野
を
活
か
し
て

関
わ
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
配
膳
し
な
が
ら

も
こ
ど
も
た
ち
に
目
配
り
す
る
こ
と
も
忘
れ
な

い
。
賑
や
か
な
子
が
一
人
で
い
た
り
、
お
母
さ

ん
の
こ
ど
も
へ
の
言
動
が
気
に
な
る
な
ど
、
何

か
お
か
し
い
な
と
感
じ
た
ら
声
を
か
け
て
い
る
。

　
食
堂
を
開
設
し
て
約
２
年
半
。
当
初
の
園
児

が
小
学
生
に
な
り
、食
堂
は
、月
１
同
窓
会
の
よ

う
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
る
。
親
は
こ
ど
も
た
ち

の
成
長
を
喜
び
、
こ
ど
も
同
士
も
「
仲
の
い
い

友
達
と
一
緒
に
食
べ
る
の
が
楽
し
み
」ら
し
い
。

　
「
会
館
に
行
け
ば
何
か
楽
し
め
る
。
何
か
あ

っ
た
と
き
に
も
飛
び
込
め
る
。
そ
ん
な
安
心
で

き
る
場
所
に
し
て
い
き
た
い
」
と
松
下
さ
ん
は

め
ざ
す
と
こ
ろ
を
語
っ
た
。

年
２
月
、「
地
域
づ
く
り
」
の
一
環
と
し
て
ス
タ

ー
ト
し
た
。
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
っ
て
は
、
連
合
町

会
長
の
荻
野
功
さ
ん
が
中
心
と
な
り
、
地
元
商
店

街
な
ど
に
協
力
を
呼
び
か
け
た
。「
対
象
を
孤
食

の
子
ど
も
に
限
定
せ
ず
、
地
域
も
限
定
せ
ず
、
一

堂
に
集
ま
り
、
交
流
を
深
め
た
か
っ
た
」
と
地
域

活
動
協
議
会
会
長
の
生
駒
晃
三
さ
ん
と
地
区
社
協

会
長
の
堀
川
和
子
さ
ん
。
特
に
就
学
前
の
子
と
そ

の
保
護
者
に
対
し
呼
び
か
け
た
理
由
は
「
親
同
士

が
出
会
う
機
会
が
少
な
い
時
期
。
保
育
園
や
幼
稚

園
で
一
緒
に
過
ご
し
て
も
、
卒
園
す
れ
ば
小
学
校

は
別
々
。
親
子
と
も
ど
も
つ
な
が
り
を
持
ち
続
け

て
ほ
し
い
」
か
ら
だ
。

　
第
二
水
曜
日
の
夕
方
、
東
田

辺
会
館
で
は
こ
ど
も
た
ち
の
元

気
な
声
が
聞
こ
え
る
。
広
々
と

し
た
食
堂
、隣
に
の
び
の
び
と
遊

べ
る
ス
ペ
ー
ス
。
多
い
と
き
は

約
１
４
０
人
が
集
ま
る
そ
う
だ
。

　
な
か
よ
し
食
堂
は
、
平
成
29

－14－

この日は、野菜たっぷりのハヤシライス

なかよし食堂
・主　催：東田辺地域活動協議会 
・日　時：第２水曜日　17:30～20:00
・場　所：東田辺会館（東住吉区駒川４－10－５）
・対　象：どなたでも
・料　金：こども無料（引率者300円）
・電　話：東田辺会館　06－6608－7621

地域福祉サポーター松下さん（左端）とほか運営メンバー

　
ま
た
、
会
場
内
で
は
、
大
阪
市
社

協
も
後
援
団
体
の
一
つ
と
し
て
ブ
ー

ス
を
設
置
し
、
８
月
に
完
成
し
た

「
大
阪
市
に
お
け
る
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
実
践
事
例
集
」
を
配

布
し
た
。
事
例
集
は
、
全
24
区
社
協

の
介
護
予
防
や
居
場
所
づ
く
り
、
生

活
支
援
に
関
す
る
取
組
み
事
例
を
収

録
し
て
お
り
、
次
月
号
で
あ
ら
た
め

て
紹
介
予
定
と
し
て
い
る
。

事例集は市社協ＨＰ内
調査研究・報告書コーナーから

会場内で事例集600冊を配布

The 男組

みんなで考え、つくる、
あたらしい“まち” 赤いベンチプロジェクト 元気に参加・活躍できる

東成区をめざして

生野区における
「地域のお宝発表会」

いきいき百歳体操を通じて
高齢者を元気にする取組み

港 区 社 協生野区社協平野区社協

西成区社協 東成区社協城東区社協

9

広
報
誌「
大
阪
の
社
会
福
祉
」記
事

※
情
報
は
掲
載
時
点
の
も
の
で
す



平
常
時

令
和
元
年
11
月
掲
載
時
点

再
開・現
在
〜

１
回
目
の

緊
急
事
態
宣
言
時

　地域の親子や高齢者が集う食堂なので、継続したい思いはありましたが、感染リスクを考えて、令和２
年４月から開催を中止しています。

運営者の思い

　利用者の方々からの「再開してほしい」との声に応えるため、感染対策などを地域で話し合い、１１月に
一度開催しました。入口では検温、消毒、記名を行い、会場では手作りパーテーションで飛沫対策。座席も
減らし、入れ替え制の工夫を行って準備しましたが、楽しみにしていたこどもや高齢者の方々にこちらの
予想を超える参加をいただき、嬉しい反面、受付では一時行列ができたため、急遽待機スペース席を設け
るなどの対応が必要でした。

どのように話し合い？どう判断？

◆一度やってみて、改善点を見つける（継続的な再開を焦らない）。!ポイント

4
事  例

　高齢者の方からは、「みんなに会って話したい」やこどもたちからも「いつ再開するの？」との多くの声
が寄せられています。

利用者の声

　コロナ禍で一度開催したことで改善点もみえ、「整理番号が必要
かな」「案内する人を増やそう」などの気づきがありました。また日
頃から会館から気になる方（見守りが必要な方）に友愛電話をした
り、見守り訪問、配食などの活動を通じて、気になる方やボランティ
ア同士がつながり続ける努力をしています。今は地域や小学校な
どとも相談しながら、準備できることや再開時期について話し合
い、思案しているところです。待ち望んでいただいている方々のた
めにも、早く活動を再開したいと願っています。

運営者の思い

10

3 大阪の社会福祉　第774号（毎月１回発行） 「大阪の社会福祉」は共同募金分配金を活用して発行しています。

誰でもウェルカムな地域の食堂
～連携力に自信あり！～

勉
さ
ん
が
、
米

30
キ
ロ
、鍋
５

つ
を
使
い
、
約

１
５
０
食
を
仕

込
む
。
こ
ど
も

に
は
、
甘
口
を

別
に
用
意
し
、

毎
回
、
唐
揚
げ

や
サ
ラ
ダ
な
ど

の
一
品
を
プ
ラ

ス
す
る
。

　
食
堂
を
切
り
盛
り
す
る
の
は
、20
年
前
か
ら
各
種

団
体
と
の
関
係
を
築
い
て
き
た
見
守
り
あ
っ
た
か

ネ
ッ
ト
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
池
田
順
子
さ
ん
。

「
手
伝
っ
て
く
れ
る
人
を
集
め
、
そ
の
人
た
ち
が

動
き
や
す
い
よ
う
に
調
整
を
す
る
の
が
私
の
役

目
。
地
域
思
い
の
方
ば
か
り
で
、
盛
り
上
が
っ
て

い
る
」
と
話
す
。

　
運
営
に
は
、
町
会
長
や
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

中
心
に
、
区
役
所
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、区
社
協
な
ど
か
ら
、計
20

数
人
が
協
力
し
て
い
る
。
設
営
、
配

膳
、
皿
洗
い
ほ
か
、
会
館
入
口
で
来
館

者
の
安
全
見
守
り
、
帰
り
道
が
不
安
な

高
齢
者
の
見
送
り
ま
で
、
テ
キ
パ
キ
と

役
割
分
担
し
て
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　
年
１
回
の
親
睦
会
で
は
、
地
域
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
等
が
集
ま
り
「
会
長
か
ら

『
お
疲
れ
さ
ん
』
と
労
わ
れ
、
ま
た
１

年
が
ん
ば
れ
る
。
今
後
は
い
ろ
い
ろ
な

世
代
が
集
う
場
で
あ
る
こ
と
を
活
か
し

て
、
こ
ど
も
た
ち
に
行
儀
や
マ
ナ
ー
を

少
し
ず
つ
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
池
田

さ
ん
は
話
す
。

る
。

　
南
海
電
車
の
高
架
下
に
あ
る
会
館
は
、
柱
や
梁

が
多
く
、
畳
敷
き
で
、
食
堂
を
開
く
の
に
ふ
さ
わ

し
い
空
間
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
地
区
社
協
会

長
・
中
野
紀
久
雄
さ
ん
は
「
こ
の
ま
ま
で
は
使
え

な
い
」
と
考
え
、
助
成
金
を
活
用
す
る
な
ど
バ
リ

ア
フ
リ
ー
に
全
面
改
装
。
衛
生
面
を
考
え
厨
房
に

は
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
取
り
付
け
、
広
々
と
し
た
清

潔
感
の
あ
る
食
堂
に
は
、
孫
を
連
れ
た
家
族
、
車

い
す
利
用
者
を
含
め
、
地
域
の
人
た
ち
が
毎
回
１

２
０
人
ほ
ど
訪
れ
て
い
る
。

　
メ
ニ
ュ
ー
は
カ
レ
ー
。
地
域
で
50
年
以
上
、
喫

茶
店
を
営
み
、
連
合
町
会
副
会
長
で
も
あ
る
古
川

　
安
立
第
二
福
祉
会
館
で
は
、

第
三
木
曜
日
の
夕
方
、「
親

子
・
高
齢
者
食
堂
」
が
開
か
れ

て
い
る
。
共
働
き
の
家
庭
の
親

子
や
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

を
は
じ
め
、
誰
も
が
気
軽
に
立

ち
寄
れ
る
食
堂
を
め
ざ
し
て
い

－15－

安立　親子・高齢者食堂
・主　催：安立地区社会福祉協議会 
・日　時：第３木曜日 17:30～19:30
・場　所：安立第２福祉会館

（住之江区西住之江２－16－４）
・対　象：どなたでも
・料　金：おとな400円、こども200円、
　　　　 未就学のこども無料
・電　話：06－6672－0551（安立小学校）

チームワーク抜群の運営メンバー

「おいしい！」カレーでほっこり。

　
園
児
た
ち
の
様
子
に
つ
い
て
、
グ

ロ
ー
バ
ル
キ
ッ
ズ
東
淡
路
園
の
園

長
・
園
田
加
奈
子
さ
ん
に
聞
い
た
。

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
か
ら
知
恵

を
い
た
だ
け
る
の
が
あ
り
が
た
い
。

保
育
園
で
も
、
こ
ど
も
た
ち
が
ベ
ラ

ン
ダ
で
米
と
な
す
び
を
育
て
て
い

知
識
を
得
る
だ
け
で
な
く
、

命
を
慈
し
む
心
も

↙
張
り
合
い
に
な
っ
て
い
る
の
か
、

以
前
よ
り
、
通
う
頻
度
が
増
え
た
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
障
が
い
者
施
設
を

利
用
さ
れ
て
い
る
方
も
、
花
壇
に
出

て
き
て
く
れ
る
」
と
取
組
み
の
影
響

も
大
き
い
よ
う
だ
。

る
。
先
日
、
咲
い
た
花
を
摘
も
う
と

伸
ば
し
た
園
児
の
手
を
一
緒
に
い
た

別
の
園
児
が
『
か
わ
い
そ
う
』
と
制

し
て
い
た
様
子
を
見
た
と
き
、
植
え

方
だ
け
で
な
く
、
命
を
慈
し
む
心
も

育
っ
て
い
る
と
感
じ
て
う
れ
し
か
っ

た
」。
次
回
は
さ
つ
ま
い
も
の
収

穫
、
ど
ん
な
場
に
な
る
の
か
期
待
が

高
ま
る
。

　
区
社
協
の
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
・
佐
村
河
内
智
美
さ
ん
は

「
施
設
の
花
壇
を
中
心
に
、
園
児
や

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
施
設
利
用
者

ほ
か
、
地
域
の
み
な
さ
ん
が
つ
な
が

り
、
想
像
以
上
に
喜
ん
で
も
ら
っ
て

い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
。
よ
り

実
り
の
あ
る
地
域
の
居
場
所
と
な
る

よ
う
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
み
な
さ
ん
の
や
り

が
い
を
サ
ポ
ー
ト
し
な

が
ら
、
引
き
続
き
、
支

援
し
て
い
き
た
い
」
と

話
す
。

　
今
後
、
活
動
を
継
続

す
る
た
め
に
、
必
要
と

な
る
費
用
は
施
設
・
保

育
園
が
相
談
を
し
な
が

ら
負
担
し
て
い
く
と
と

も
に
、
寄
附
や
募
金
も

集
め
る
予
定
。
施
設
の

受
付
に
は
、
こ
ど
も
た

ち
が
思
い
を
込
め
た
、

手
づ
く
り
の
「
た
ね
募

金
箱
」（
種
や
苗
）
が

据
え
ら
れ
て
い
る
。

園児らがペイントを施した「たね募金箱」

広
報
誌「
大
阪
の
社
会
福
祉
」記
事

※
情
報
は
掲
載
時
点
の
も
の
で
す



ふれあい喫茶
平
常
時

１
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
時

再
開・現
在
〜

　買い物や食事ができる店が少ない地域性
もあり、ふれあい喫茶では、飲み物だけでは
なく丼ものやチラシ寿司、炊き込みご飯など
も提供していました。始まる30分前から会館
前人が並び、毎回50～60人ほどが足を運ぶ
など、大盛況でした。

普段の喫茶の様子

扉を開放して換気、ここを出入り口に

２部制の入れ替え時等、丁寧に消毒する

テーブルにアクリル板と
マスク着用のお願い

　区内では飲食を伴う活動は自粛が推奨されてい
ましたが、毎回行列ができるほど必要とされている
活動を途絶えさせてはいけない強い気持ちと、どう
したら再開できるかを考えるしかないと思い続けて
いました。

活動者の思い

　地域社協会長が活動者みんなの強い思いを受け
止めて、コロナの中でも続けられる方法をみんなで
考えました。さまざまな工夫や知恵を出しながら話
し合いを重ね、令和2年９月から再開しました。

どのように話し合い？どう判断？

　提供時間を２回に分けて予約制にすることで参加
者の密を避けることができます。活動する時間は延
びますが、気持ちにゆとりをもって動けることがわ
かりました。また厨房とは別の部屋も調理場として
使用し、活動者同士の密を避けて活動できるように
しました。

工夫・アイデア

　7月に全地域にヒアリングをした時から同地域は
活動を続けることに迷いはありませんでした。リスク
はなくなりませんが、減らすことはできます。地域住
民の皆さんのために活動される方々の思いの実現に
向けて、感染対策の方法や工夫できることなど話し
合い、一緒に考えてきました。

区社協として

◆リスクを減らすための具体策を地域（団体）と区社協で一緒に考える。!ポイント

5 茨田東地域
鶴見区

まっ  た
事  例
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子育てサロン
オンライン版 

平
常
時

１
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
時

再
開・現
在
〜

　弁天地域の子育てサロンでは、未
就学児の親子が、毎回１０～１５組ほ
ど参加していました。忙しいお母さ
んが、ほっこりできる、やりたいこと
ができる居場所でした。

普段のサロンの様子

　すでに子育てサロンに参加しているお母さんたち
はSNS でもつながっていましたが、コロナ禍で出産
し、今0歳児を育てているお母さんたちは、誰ともつ
ながれないまま孤立していないかなと心配でした。
そんなお母さんのためにも、オンラインで子育てサ
ロンを開催しようと決めました。

活動者の思い

　子育てサロンは不急でないかもしれない、けれど
不要ではないと確信していました。まずは有志のボ
ランティアで、令和2年５月にはオンライン子育てサ
ロンを開催しました。またホームページも作成しまし
た。軌道にのりはじめた９月から、港区主任児童委
員連絡協議会が主催しています。

どのように話し合い？どう判断？

　「家の中をみられたくない」「顔を出さな
い方がリラックスして話せる」というお母さ
んには、画面をオフにして参加してもらっています。オンラインだからこそ、じっ
くりと話をきくことができます。

工夫・アイデア

◆オンラインならではの“心配り”を込めて、参加を呼びかける。!ポイント

6 港　区

事  例

12

▲オンライン開催にあたってホームページ上に説明
　ページを作成



ま と め5

13

大阪市地域福祉活動推進計画
第2期 

令和３年３月
社会福祉法人 大阪市社会福祉協議会

社
会
福
祉
法
人
大
阪
市
社
会
福
祉
協
議
会

令和３年度～令和５年度

大阪市地域福祉活動推進計画
第2期 

令和３年度～令和５年度

※本冊子は共同募金配分金を活用して作成しました。

大阪市天王寺区東高津町 12-10　大阪市立社会福祉センター内
TEL 06-6765-5606　FAX 06-6765-5607
HP https://www.osaka-sishakyo.jp/
メール fukusi@osaka-sishakyo.jp

令和３年３月
発行：社会福祉法人 大阪市社会福祉協議会

大
阪
市
地
域
福
祉
活
動
推
進
計
画

第
2
期

https://www.osaka-sishakyo.jp/suisin_keikaku/

これまで発行した「参画と協働のための地域福祉ガイドブック」

令和3年3月に
新たな推進計画を策定

　令和2年度の地域活動は新型コロナウイルスの影響を多大に受けることなりました。あらゆる活動場面において
「感染予防」「感染対策」が必要となり、また活動中においても常に感染リスクと背中合わせとなっていました。
　新型コロナウイルスの感染拡大は、社会生活に大きな影響を及ぼしています。経済の停滞、雇用の不安定化、経済的貧
困の拡大、医療現場への負担増、外出自粛による社会活動の制限等それまでの「日常」を大きく塗り替えました。地域活動
の場面においても、我々が大切にしてきた「ふれあい」「交流」「ともに過ごす時間」をこのウイルスは奪っていきました。
　個人生活においては、健康に対する不安、見通しの立たない生活への不安、閉じこもりや孤立など「人との接触を
避けざるを得ない」ことによる弊害、そして「こころ」への影響等が出てきています。これまでの生活とは異なる
日々を余儀なくされる中では、さまざまな不安や問題が心身的に大きくのしかかってきたのです。
　しかし反面、「変化を余儀なくされた日常」のなかで、「ともにがんばろう」という励ましの輪が社会全体に広がり
始めました。日々の生活においても、健康・予防を意識した安全・安定意識の高まりや、家族のことを第一に考えた
時間の大切さ、公共・社会貢献を意識した行動の意義が再認識されました。それは「この未曽有の混乱を一丸となっ
て乗り越える」という姿勢の表れだとも言えます。
　地域活動においては、「居場所・サロン活動」の役割の重要性が改めて浮き彫りになったといえます。感染拡大に
よって「変化を余儀なくされた日常」のなか、居場所・サロン活動が地域の人たちにとって大きな存在であったこと
が、より実感されるようになったのです。そもそも「居場所・サロン活動」にはさまざまな役割があります。文字通り
「地域の中での自身の居場所」や「会食を通じた団らんの場」としての役割。そして、「人間関係づくり」「くつろぎ」
「学び」「自由に過ごせる時間」「気軽な相談」「専門機関とのつながり」「自己実現」「情報提供」「活動やプログラム実
践」など、各居場所・サロンの「設定と設計」によって多様な目的を設けることができます。それらの役割を人々がい
かに必要としていたのか、この生活の変化の中で改めて認識できたといえます。
　コロナ禍による活動自粛からの活動再開。そこには活動を運営される方々の思いが込められています。再開する
にあたってはさまざまな議論がなされたと思います。そして感染拡大予防のために知恵を絞り、さまざまな対策や
工夫を講じられています。地域の方々のために奮闘する姿がそこにはあります。
　その姿をこのガイドブックより読み取ってもらえると幸いです。そしてそれを自身の活動、活動支援に活用して
いただければなお幸いです。

大阪成蹊短期大学　鈴木 大介

コロナ禍における居場所・サロン活動
～世界規模の災厄に、地域の力で立ち向かう！大阪人の奮闘記～
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大阪市・各区社会福祉協議会とは
社会福祉法に位置づけられた、地域福祉の推進を目的とする、公共性の高い民間団体です。
大阪市社会福祉協議会は、広域的な役割を担い、より住民に身近な各区の社会福祉協議会では、

「地域を支える」「ひとりを支える」ための多岐に渡る事業を展開しています。

さまざまな団体が取り組む、居場所づくりや見守り活動などに出向き、活動上の悩みの相談に乗ったり、
問題の解決に向けた新たな活動をサポートします。また、ボランティアをしたい人と、ボランティアを
お願いしたい人をつなぐ役割も担います。

地域を支える

窓口や電話、地域に出向いて、困りごとを抱える人の相談を受けつけ、住民や関係機関と連携しながら、
その人らしい暮らしに向けて支援します。高齢者の相談、生活や家計に困っている人の相談、どこに相
談してよいかわからない、という相談も含めて、まずは受け止めます。（区ごとに相談機能の実施状況
には違いがあります。より適切な窓口にご案内する場合があります）

ひとりを支える



令和３年３月

参画と協働のための地域福祉ガイドブック６

コロナでどうする？居場所・サロン活動

社会福祉法人 大阪市社会福祉協議会
〒543-0021 大阪市天王寺区東高津町12－10
TEL 06-6765-5606  FAX 06-6765-5607
ホームページ http://www.osaka-sishakyo.jp


